指定介護予防支援業務委託仕様書

  本契約による委託業務は、この仕様書及び補足説明書(厚生労働省が作成した介護保険に関する資料を含む)により実施するものとし、この仕様書及び補足説明書に記載されていない細部の事項については、甲の指示に従うものとする。

１　件名
　　朝倉市新予防給付ケアマネジメント業務委託

２　目的

　　朝倉市においては、介護保険法改正後の新予防給付への円滑な移行や、介護給付に移行した場合に、包括的・継続的にサービスを提供することを優先に考え、市内の要支援１・２の利用者について新予防給付ケアマネジメント業務に関し、本市が認める居宅介護支援事業者に下記業務を委託するもの。
３  業務内容

 　　朝倉市地域包括支援センターから利用者の新予防給付ケアマネジメントの作成依頼があった後、以下の業務を実施するもの。
（１）アセスメントの実施
朝倉市地域包括支援センターから、認定調査結果及び主治医意見書を入手し、利用者及び家族に対してアセスメントを行い、支援ニーズの特定及び課題の分析をすること。
（２）介護予防サービス計画書原案の作成

　　　アセスメント結果等を基に、支援内容について利用者及び家族と調整し、合意した内容に基づき介護予防サービス計画書原案を作成すること。原案は作成後、朝倉市地域包括支援センターに提出し、担当者から確認を受けること。

（３）サービス担当者会議の開催

　　　介護予防サービス計画書原案作成後に、サービス担当者会議を開催し、担当者間で共通認識を得ること。

（4） 介護予防サービス計画書原案の説明及び同意

  　　介護予防サービス計画書原案の内容を利用者及び家族に説明し、同意を得ること。

（5） 介護予防サービス計画書の提供

　　　利用者、サービス担当者及び朝倉市地域包括支援センターに介護予防サービス計画書を提供すること。

（６）モニタリング

　　　少なくとも３ヶ月に１回、利用者宅を訪問し、計画の実施状況の把握を行うこと。訪問しない月は、特段の事情がない限り、サービス事業所を訪問しての面接や電話等により利用者と接触し、モニタリングを実施すること。
（７）評価
３～６ヶ月に１回以上、計画の達成状況についての評価を行い朝倉市地域包括支援センターの確認・指導を受けること。

（８）給付管理業務
毎月初めに、利用者の前月のサービス利用実績を確認し、朝倉市地域包括支援センターに報告すること。

（９）日常の連絡調整

利用者、サービス提供事業者との連絡調整について随時対応し、介護予防サービス計画の変更の必要がある場合など、必要に応じて地域包括支援センターに報告すること。

４　人員配置

（1） 業務従事者

　　ア　業務の円滑な遂行のために、必要な人員を確保し、資質の向上に努めること。

　　イ　新予防給付ケアマネジメント業務に従事する職員は原則、県の主催する「新予防給付ケアマネジメント従事者研修」または同様の研修を終了していること。

５　留意事項

（1） 中立性・公平性の確保

　　正当な理由なく特定の事業者が提供するサービスへの誘引、偏りを生じさせないこと。

（2） インフォーマルサービスの活用

　　　介護保険サービス・公的サービスだけでなく、インフォーマルサービスについても情報を把握し、それを活用したプランニングを行うこと。

（3） 関係機関との連携体制の構築

　　　保険・福祉・医療の各分野における関係機関、団体との連携体制を構築・確保に努めること。

